
(1) 担当支部： 山陰支部 4852
分水嶺区分 2004年 4月 25日 (4)天候

（５）参加者氏名および会員番号
小椋凱夫 4852
福嶋泰夫 6612
藤井信一郎 6613
岩田惇 10520

計 計

（６）山行記録・位置確認（出発点・ピーク・峠・到達点など、主要ポイントに関して）・所要時間・道の状況
ｺｰｽ概略：
ｱﾌﾟﾛｰﾁ：

度 分 度 分 秒
歩行開始点 人形仙登山口 133 54 35 17 52.8 759 9:20
分水嶺到達点 人形仙越 133 54 35 18 18 824 9:30 9:40 西B-1
W324 人形仙 133 53 35 18 16 1,005 10:35 10:45 東B-1
　 人形仙越 11:25 11:35

人形仙登山口 11:45 11:55

W328 大谷峠 133 49 35 15 1 911 12:35 13:10 西B-2

津黒山登山口 133 48 35 15 25 763 13:20 13:25 南Aー1
分水嶺離別点W329 津黒山 133 48 35 15 5 1,115 14:30 14:45 北A‐1
歩行終了点 津黒山登山口

（７）三角点の位置と保存状況
上記(6)の地点ｺｰﾄﾞを
記入してください 点名 等級 方位

W324 人形仙 ３
W329 津黒山 ２

（８）人工施設の現況および地形図との相違点

（９）水および植生に関連した特記事項

（10）その他の特記事項

（11）写真の添付：（ 有りの場合には、写真説明を記入してください）
   写真説明：　

３、人形仙：山頂は東西に長く、ササやぶで見通しも悪く不明瞭.
４、津黒山:通常頂上と呼ばれているところは草原状で展望よし。

１、人形仙越：上斎原村指定保護文化財｢人形仙母子地蔵」がある。
２、大谷峠：広域基幹林道美作２号（舗装）鳥取県道283号（同）

良 山頂が不明瞭なうえササややぶに覆われ、踏み跡上にあるがわかり難い。
？ 通常頂上と呼ばれているところではなくて、約250ｍ北東のピークにある.

総歩行時間（休憩時間を除く）： 3時間35分

保存
状況

特記事項

富西谷 47 4
下鍛冶屋

富西谷 34 ２

下鍛冶屋 15

上斎原
上斎原

上斎原 21 １
上斎原 53 3

道の
状況

(8)～(11)の特記
事項等との関係秒

上斎原 25.3

中国山地　人形仙登山口ー人形仙ー人形仙登山口ー津黒山登山口ー津黒山ー津黒山登山口
人形仙登山口ー人形仙往復、津黒山登山口ー津黒山往復 以外は車利用

地点ｺｰﾄﾞ 地点名
2.5万分の1
地形図名

経度E 緯度Ｎ 高度
ｍ

到着
時刻

出発
時刻

４名

会員番号： 事務局整理記入欄 山陰－2
(3)山行日： 快晴のち晴

サポート要員氏名および会員番号

人形仙越～W324人形仙，W328大谷峠，W329津黒山

JAC創立１００周年記念国内登山(中央分水嶺踏査)の山行報告書

(1)～(8)は必ず記入してください。(9)～(11)は、気づいた事項があれば記入してください。

(2)記載者氏名： 小椋 凱夫
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